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2020年の漁海況と2021年春の海況



2020年の主な水産資源の動向

小型マグロの来遊は多い

サンマ（漁獲減・小型化）

@Katakura

マイワシ・サバ類は中位水準

むつ湾のマダラ
（豊漁・高齢化）

スルメイカは2016年
以降激減！

ニシンの漁獲増加中

2020年7月9日の海面水温アノマリー

サケ（4,5歳主体）過去最低）

ブリ（資源は良好）漁場が北上化

サワラが初めて噴火湾に



アラスカ湾では、海水温の上昇（Marine Heat Wave:海
の熱波）に伴ってマダラの産卵場の消滅が起きた！

アラスカ湾の
「海の熱波」
(2019年夏）



1984年と2020年（36年後）10月中旬の水深50mの水温分布の
比較

気象庁：海洋の健康診断表

北海道を取り囲む海の水温も，温暖化が進行中！



漁海況情報（第2020-10号ｰ２： 2020年9月18日，函館国際水産・海洋都市推進機構）

2020年10月1日の水深10m（左）、30m(中央）、50mの水温分布
・10月初めには、北上していたブリ、クロマグロ、マサバ、スルメイカは、日高湾沿岸へと南下する！

・サケの南下回遊に対して、道東～日高湾沿岸域の水温低下は高影響！ただし、沖合のサンマの南

下は、道東の暖水塊が阻害しているため、はるか沖合を南下する可能性が大きい。外洋回遊性魚類（カツオ、
カジキマグロなど）が沿岸定置に入りやすい

2018,2019,2020年9月初旬の50m深の水温分布の比較

・過去2年間より北海道沿岸の水温が高い
・昨年は、津軽暖流水塊とえりも沖暖水塊がつながって、道東よりえりもに接岸



2017年春に降海したサケ稚魚は、低い
沿岸水温に遭遇



サケの遺伝解析に基づいた日本系サケの回遊経路 (Urawa,
2004)

サケの回遊尾数の減少が継続中！

➢ ロシア海域ではオホーツク海
北部・カムチャッカ系が増加。

➢ 北方４島は、目標２万５千ト
ンで、実際の漁獲：4,500
トン

➢ アムール系を含むサハリン以
南と日本の漁獲量が2000年
代以降減少中！

➢ 明らかに温暖化の影響と認識
（ロシア）



北海道のブリは増えている？

なぜ, 北海道では「ブリ食」が敬遠さ
れていたの？

羅臼の定置網で漁獲されたブリ（１
4㌔，２０１９年１０月２３日）

南かやべの定置網で漁獲されたブリ
（２０２０年１０月１５日）



➢ ブリの好漁は継続，産卵場・回遊とも北へと拡大中
➢ フクラゲ（フクラギ）は1歳魚，2～5kgの“メナダ”は2～3歳，7キ

ロ以上の“ブリ”は4歳魚以上
➢ 親魚・加入魚とも順調に増加中！

ブリの分布域と産卵場



図．秋・冬生まれ群の生活史・回遊・主な漁場と、両群の日韓の漁獲量の経年変化（1979年～
2019年）2019年から、新たに北朝鮮海域での中国の漁獲、北方4島（色丹～国後沖）でのロシア
の漁獲が追加

水産庁HP(http://abchan.fra.go.jp/)

秋生まれ群（2019年の漁獲量）
日 本： 1.5万トン
韓 国： 3.4万トン
中 国：15.0万トン（推定）
総 計：19.9万トン

冬生まれ群（2019年の漁獲量）
日 本： 2.9万トン
韓 国： 1.7万トン
ロシア： 1.8万トン（北方4島）
総 計： 6.6万トン



日本周辺のブリ成魚の回遊パターンと，漁獲の
増加地域

わかってきた
ブリの大回遊

産卵期：1月～7月

産卵期：1月～5月



小型クロマグロ
を放流して、ブ
リを漁獲する！

定置網内のブリは
網に沿って泳ぐ！
クロマグロは網に
近づかない！



ブリの高鮮度化と、生臭みをなくすためには
１．漁獲直後に、脱血と神経遮断が重要！
２．活〆後の保存時の温度も重要！
３．温度が低すぎると硬直が速い！
４．保存温度は、0℃以上で5℃までの範囲（3-4日目が旨
い！



2020年3月5日海面水温

2021年3月5日海面水温

2019年3月5日海面水温

2019年、2020、2021年3月5日の海面水温の比較

2019年同様に、沿岸寄りに「沿岸
親潮」が日高湾まで流入。道東沖
の暖水渦が残っている



2021年3月5日の海面水温と4月4日の海面水温予測図（えりも
周辺の海水温は、3月5日でⅠ－2℃、4月4日で2－3℃）


